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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第２四半期
累計期間

第43期
第２四半期
会計期間

第42期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 2,296,465 1,350,812 4,902,217

経常利益（千円） 222,108 209,299 684,108

四半期（当期）純利益（千円） 117,235 113,787 304,795

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） － 1,306,842 1,306,842

発行済株式総数（株） － 13,741,014 13,741,014

純資産額（千円） － 3,832,594 3,821,597

総資産額（千円） － 10,964,988 11,920,584

１株当たり純資産額（円） － 279.19 278.39

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
8.54 8.28 22.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.5

自己資本比率（％） － 34.9 32.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
139,939 － 1,367,481

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
306,812 － △1,532,436

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△682,180 － 255,465

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 953,679 1,189,158

従業員数（人） － 137 127

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「持分法を適用した場合の投資利益」については、子会社及び関連会社がないため、記載しておりません。

４．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載し

　　ておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（名） 137 (116)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。　　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

１．生産実績

　当第２四半期会計期間における生産実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

　 (千円未満切捨）　

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　霊園事業本部　　　(千円） 742,005

　堂内陵墓事業本部 （千円） 309,885

　葬祭事業本部　　  (千円） 223,252

合計        （千円） 1,275,144

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．金額は販売価格により表示しております。

 

２．受注状況

　当第２四半期会計期間における受注状況を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

　 (千円未満切捨）　

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　霊園事業本部　　 　(千円） 704,492

　堂内陵墓事業本部　（千円） 311,597

　葬祭事業本部　　　（千円） 223,252

 合計         （千円） 1,239,342

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　

３．販売実績

　当第２四半期会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

　 (千円未満切捨）　

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　霊園事業本部      （千円） 817,697

　堂内陵墓事業本部　（千円） 309,862

　葬祭事業本部　　　（千円） 223,252

  合計　　　　（千円） 1,350,812

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．堂内陵墓事業は、販売に関わる受取手数料等であります。

EDINET提出書類

株式会社ニチリョク(E03304)

四半期報告書

 4/23



　　　　３．当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のと

おりであります。

相手先

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

　宗教法人　法國寺 194,388 14.3

　宗教法人　方等院 98,456 7.2

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ニチリョク(E03304)

四半期報告書

 5/23



３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰に加え、サブプライムローン問題を起因とした米国発

の国際金融危機の深刻化を背景に、景況感の悪化により個人消費に翳りが出てきており、業種間、地域間格差が顕在化

し、景気の先行き不透明感が増幅されております。当社の属する供養産業におきましても、死亡者が年々増加している

にもかかわらず業者間格差が広がりつつあります。特に景気の後退懸念と社会保険問題等で高齢者の将来不安は払拭

されず、購買意欲は依然低調であります。これに伴う同業他社との競争激化による顧客単価の低下という厳しい状況

下、当社はビジネスモデルのチェンジ、即ち屋外墓地の霊園事業から、供養の全てをパックにした堂内陵墓事業への展

開を着実に図るとともに、愛彩花倶楽部会員獲得に積極的に取組み、葬儀見込み客の囲い込みを進めました。　

　以上の結果、当第２四半期会計期間における業績は、売上高13億５千万円、営業利益２億３千万円、経常利益２億９百

万円、四半期純利益１億１千３百万円となりました。

 　◆各部門の状況

　　＜霊園事業部門＞

　　　　従来式の屋外墓地につきましては、引き続き買い控え、及び小規模傾向が続く環境下、新規霊園の開園もな

　　　く、売上高は８億１千７百万円となりました。

　　＜堂内陵墓事業部門＞

　　　　堂内陵墓第三号となる「関内陵苑（横浜市中区）」の販売手数料収入は引き続き顧客からの好反響・支持を

　　　受けており、当初の計画通りの販売で推移しております。また、堂内陵墓第四号となる「覚王山陵苑（名古屋

　　　市千種区）」が本年３月に完成し、順調な販売実績を上げております。売上高は、「覚王山陵苑」の販売手数

　　　料収入が加わったこともあり、３億９百万円となりました。 

　　＜葬祭事業部門＞

　　　　愛彩花倶楽部会員数の順調な増加により、葬儀施行件数も順調に伸びたことに加え、現代の住環境に適した

　　　家具調モダン仏壇仏具専門店「愛彩花ギャラリー」の売上も貢献し、葬儀の地味化傾向からの施行単価の下落

　　　を補い、売上高は２億２千３百万円となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に社債の償還及び借入金の返済

による支出がありましたが、一方では営業収入及び貸付金の回収による収入もあり、当第２四半期会計期間末は９億

５千３百万円となりました。 

　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれら要因は次のとおりであります。

 　＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　　　 当第２四半期会計期間における営業活動の結果、得られた資金は２億５千４百万円となりました。これは、

     主として営業収入によるものです。

 　＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　　　 当第２四半期会計期間における投資活動の結果、得られた資金は２千７百万円となりました。これは、主と

     して貸付金の回収による収入によるものです。

 　＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　　　 当第２四半期会計期間における財務活動の結果、使用した資金は３億１千６百万円となりました。これは、

　　 主として社債償還及び借入金の返済の支出によるものです。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 13,741,014 13,741,014
株式会社ジャスダック証

券取引所
－

計 13,741,014 13,741,014 － －

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成20年7月1日～

平成20年9月30日　
－ 13,741,014 － 1,306,842 － 958,082
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　株式会社エムエスシー 　東京都杉並区上井草一丁目33-５ 1,694 12.33

　株式会社サン・ライフ 　神奈川県平塚市馬入本町13-11 900 6.54

　株式会社南日本銀行 　鹿児島県鹿児島市山下町１-１ 670 4.87

　佐藤　兼義 　静岡県湖西市 636 4.62

　寺村　久義 　東京都練馬区 530 3.86

　佐藤　創也 　静岡県湖西市 529 3.84

　大場　俊賢 　東京都中野区 441 3.20

　日本生命保険相互会社 　東京都千代田区丸の内一丁目６-６ 400 2.91

　江川　正男 　東京都西東京市 332 2.41

　椛田　法義 　東京都板橋区 232 1.68

計 － 6,365 46.32
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（６）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） －   － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　 13,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 　普通株   13,709,000 13,709 　－

単元未満株式 　普通株式　　 19,014 －
1単元(1,000株)未満の　　

株式

発行済株式総数 13,741,014 － －

総株主の議決権 － 13,709 －

　

 

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　㈱ニチリョク
東京都杉並区上井草一丁

目33番５号
13,000 － 13,000 0.09

計 － 13,000 － 13,000 0.09

　

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 200 204 198 186 182 185

最低（円） 184 182 177 171 170 150

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,514,751 1,968,006

完成工事未収入金 276,928 389,791

永代使用権 1,667,736 1,879,680

原材料 52,908 62,272

未成工事支出金 455,852 478,123

貯蔵品 38,745 31,132

その他 316,067 282,585

貸倒引当金 △33 △72

流動資産合計 4,322,957 5,091,520

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,365,000

※1
 1,361,438

無形固定資産 416,785 444,478

投資その他の資産

長期貸付金 1,453,054 1,644,030

霊園開発協力金 1,548,713 1,526,866

その他 2,112,949 2,105,282

貸倒引当金 △254,473 △253,033

投資その他の資産合計 4,860,244 5,023,147

固定資産合計 6,642,030 6,829,063

資産合計 10,964,988 11,920,584

負債の部

流動負債

買掛金 48,507 51,036

短期借入金 753,100 824,440

1年内返済予定の長期借入金 1,889,163 1,830,700

1年内償還予定の社債 106,000 490,000

未払法人税等 102,151 248,582

賞与引当金 38,500 50,000

役員賞与引当金 7,200 25,000

その他 803,434 1,024,724

流動負債合計 3,748,056 4,544,484

固定負債

社債 154,000 40,000

長期借入金 2,967,793 3,264,308

退職給付引当金 139,992 134,824

役員退職慰労引当金 89,688 81,661

その他 32,862 33,707

固定負債合計 3,384,337 3,554,501

負債合計 7,132,393 8,098,986
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,306,842 1,306,842

資本剰余金 958,082 958,082

利益剰余金 1,707,443 1,693,162

自己株式 △2,877 △2,877

株主資本合計 3,969,491 3,955,210

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △118,148 △106,272

繰延ヘッジ損益 △18,748 △27,339

評価・換算差額等合計 △136,896 △133,612

純資産合計 3,832,594 3,821,597

負債純資産合計 10,964,988 11,920,584
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 2,296,465

売上原価 798,929

売上総利益 1,497,535

販売費及び一般管理費 ※1
 1,246,613

営業利益 250,922

営業外収益

受取利息 26,420

保険解約返戻金 9,446

受取配当金 6,169

その他 10,125

営業外収益合計 52,162

営業外費用

支払利息 74,587

その他 6,387

営業外費用合計 80,975

経常利益 222,108

税引前四半期純利益 222,108

法人税、住民税及び事業税 96,778

法人税等調整額 8,094

法人税等合計 104,872

四半期純利益 117,235
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,350,812

売上原価 475,991

売上総利益 874,821

販売費及び一般管理費 ※1
 644,814

営業利益 230,006

営業外収益

受取利息 13,233

その他 6,124

営業外収益合計 19,358

営業外費用

支払利息 38,170

その他 1,894

営業外費用合計 40,065

経常利益 209,299

税引前四半期純利益 209,299

法人税、住民税及び事業税 94,830

法人税等調整額 682

法人税等合計 95,512

四半期純利益 113,787
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業収入 2,346,287

原材料又は商品の仕入れによる支出 △476,801

人件費の支出 △596,453

その他の営業支出 △846,194

小計 426,839

利息及び配当金の受取額 33,654

利息の支払額 △79,139

法人税等の支払額 △241,414

営業活動によるキャッシュ・フロー 139,939

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18,224

定期預金の払戻による収入 236,000

有形固定資産の取得による支出 △30,734

無形固定資産の取得による支出 △23,043

貸付金の回収による収入 189,676

霊園開発協力金の支出 △40,253

差入保証金の差入による支出 △24,316

差入保証金の回収による収入 32,701

その他 △14,993

投資活動によるキャッシュ・フロー 306,812

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 750,000

短期借入金の返済による支出 △821,340

長期借入れによる収入 800,000

長期借入金の返済による支出 △1,038,051

社債の発行による収入 200,000

社債の償還による支出 △470,000

配当金の支払額 △102,788

財務活動によるキャッシュ・フロー △682,180

現金及び現金同等物に係る換算差額 △51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △235,479

現金及び現金同等物の期首残高 1,189,158

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 953,679
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として個別原価法によっ

ておりましたが、第1四半期会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号　平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、主として個別原価

法(貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げ法）により算定して

おります。

　これによる影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定にあたっては、

加味する加減算項目を重要なものに限定し

ております。繰延税金資産の回収可能性の

判断にあたっては、前事業年度末以降、経営

環境に著しい変化はなく、かつ一時差異の

発生状況に大幅な変化がないため、前事業

年度末において使用した将来の業績予測及

びタックスプランニングを使用して行って

おります。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 577,208千円　　

 

　２　保証債務

被保証者（保証債務の内容)  金額

　　財団法人霊園開発協会　　　　　　　　　

　　（三菱商事㈱からの借入金に　　　　  44,795千円

　　対する保証）　

　　財団法人霊園開発協会　　　　　　　　　

　　（エヌ・ティ・ティ・リース　　　　　33,044千円

　　㈱からの借入金に対する保証）

    宗教法人法國寺

　　（三菱商事㈱からの割賦債務　　     814,800千円

　　に対する保証）

    宗教法人法國寺

　　（㈱東京スター銀行からの借　　   　104,422千円

　　入金に対する保証）

　　宗教法人法國寺

　　（三菱UFJリース㈱（旧ダイ 　　　    62,653千円

　　ヤモンドリース㈱からの借入

　　金に対する保証）

    宗教法人法國寺

　　（エヌ・ティ・ティ・リース　　 　   41,769千円

　　㈱からの借入金に対する保証）

　　宗教法人法國寺

　　（三菱電機クレジット㈱から　　 　   20,884千円

　　の借入金に対する保証）

　　　

　計　　    1,122,369千円

※１有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　551,465千円

　

　２　保証債務

被保証者（保証債務の内容)  金額

　　財団法人霊園開発協会　　　　　　　　　

　　（三菱商事㈱からの借入金に　　　　　61,593千円

　　対する保証）

　　財団法人霊園開発協会　　　　　　　　　

　　（エヌ・ティ・ティ・リース　　　　　45,436千円

　　㈱からの借入金に対する保証）

　　宗教法人雲泉寺

　　（リコーリース㈱からの借入　　　　　15,336千円

　　金に対する保証）

　　宗教法人雲泉寺

　　（オリックス㈱からの借入金　　　　　11,502千円

　　に対する保証）

　　宗教法人雲泉寺

　　（サンテレホン㈱からの借入　　　　　 3,834千円

　　金に対する保証）

    宗教法人雲泉寺

　　（東芝ファイナンス㈱からの　　　　　 3,067千円

　　借入金に対する保証）

    宗教法人法國寺

　　（三菱商事㈱からの割賦債務　　   1,059,240千円

　　に対する保証）

    宗教法人法國寺

　　（㈱東京スター銀行からの借　　   　135,749千円

　　入金に対する保証）

　　宗教法人法國寺

　　（ダイヤモンドリース㈱から　　　    81,449千円

　　の借入金に対する保証）

    宗教法人法國寺

　　（エヌ・ティ・ティ・リース　　 　   54,299千円

　　㈱からの借入金に対する保証）

　　宗教法人法國寺

　　（三菱電機クレジット㈱から　　 　   27,149千円

　　の借入金に対する保証）

　　　

計　　　　　　 1,498,658千円
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（四半期損益計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　　　　　　　　

    次のとおりであります。

　  従業員給与及び手当　　　　　       387,655千円

    賞与引当金繰入額　　　　　　        33,880

    役員賞与引当金繰入額　　　　　       7,200

　　退職給付引当金繰入額　　　　　       5,242

    役員退職慰労引当金繰入額　　　       8,027

　　広告宣伝費　　　　　　　　　       306,642

　　減価償却費                          68,702

　　　　

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　　　　　　　　

    次のとおりであります。

　  従業員給与及び手当　　　　　       206,032千円

    賞与引当金繰入額　　　　　　        21,807

    役員賞与引当金繰入額　　　　　       3,600

　　退職給付引当金繰入額　　　　　       3,196

    役員退職慰労引当金繰入額　　　       4,013

　　広告宣伝費　　　　　　　　　       150,351

　　減価償却費                          34,815

　　　　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対　

　　　

　　　照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

 

　　　現金及び預金勘定　　　　　　     1,514,751千円

　　　預入期間が3ヶ月を超える　 　　     561,072千円

　　　定期預金等        

　現金及び現金同等物   953,679千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

９月30日）

 １．発行済株式の種類及び総数

 　普通株式　　13,741千株

 ２．自己株式の種類及び株式数

 　普通株式　　　　13千株

 ３．新株予約権等に関する事項

 　該当事項はありません。

 ４．配当に関する事項

 　　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月20日

定時株主総会
普通株式 102,955 7.5 平成20年３月31日 平成20年６月23日 　利益剰余金

　

 

（１株当たり情報）

 １．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 279.19円 １株当たり純資産額 278.39円

 ２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8.54円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜

在株式が存在しないため記載して

おりません。

 　

１株当たり四半期純利益金額 8.28円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜

在株式が存在しないため記載して

おりません。

 　

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第2四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第2四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 117,235 113,787

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 117,235 113,787

期中平均株式数（千株） 13,727 13,727
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（重要な後発事象）

　平成20年10月14日開催の臨時取締役会において、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため、会

社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項の決

定をいたしました。

  ＜取得に係る事項の内容＞

   １．取得対象株式の種類　　当社普通株式

   ２．取得する株式の総数　　300,000 株 （上限）

   ３．株式の取得価額の総額　100百万円

   ４．自己株式取得の日程　　平成20年10月14日　～　平成20年12月31日

   ５．取得の方法　　　　　　株式会社ジャスダック証券取引所における市場買付 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月６日

株式会社ニチリョク

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　敏彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニチリョク

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第43期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニチリョクの平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　　　

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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